
2025 金沢大学（文系）前期日程  問題 

 －1－ 

１                              解答例のページへ 
AB 6 , BC 6 , CA 3 2 である△ABC において, CAa 

 

, CBb 
 

とおく。

次の問いに答えよ。 
(1) 内積a b

 

を求めよ。 
(2) 2a b

 

の値を求めよ。 

(3) 点 A を通り直線 BC と直交する直線を m, 点 B を通り直線 AC と直交する直線を

n とする。m と n の交点を P としたとき, CP


をa


とb


を用いて表せ。 
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２                              解答例のページへ 
3 個のさいころを同時に投げ, それらの出た目の積を X とし, X を素因数分解したと

きの 3 の指数を Y とする。ただし, X が 3 で割り切れない場合は 0Y  とする。たと

えば, 245 3 5X    のときは 2Y  であり, 250 2 5X    のときは 0Y  である。

次の問いに答えよ。 
(1) 216X  となる確率を求めよ。 
(2) 36X  となる確率を求めよ。 
(3) 1Y ≧ となる確率を求めよ。 

(4) Y の期待値を求めよ。 
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３                              解答例のページへ 
高さ h の四角柱から高さ h の円柱をくり抜いた立体図形 G を考える。ただし, 四角

柱の底面は 1 辺の長さが 3r の正方形で, 円柱の底面はその正方形の内部に含まれる半

径 r の円とする。このとき, G の表面積 S と体積 V は, くり抜く円柱の位置によらな

い。次の問いに答えよ。 
(1) 表面積 S を, r と h を用いて表せ。 
(2) 体積 V を, r と S を用いて表せ。 
(3) 6S  とする。r が変化するとき, 体積 V の最大値とそのときの r の値を求めよ。 
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１                              問題のページへ 
(1) AB 6 , BC 6 , CA 3 2 である△ABC に余弦定

理を適用し, CAa 
 

, CBb 
 

とおくと,  
2 2 26 (3 2 ) ( 6 ) 2a b   

 

 

これより, 1 (18 6 36) 62a b    
 

となる。 

(2) 3 2a 


, 6b 


より,  
2 2 22 4 (3 2 ) 4 ( 6 ) ( 6 ) 54a b       

 

 

すると, 2 54 3 6a b  
 

である。 

(3) 点 A を通り直線 BC と直交する直線 m と点 B を通り直線 AC と直交する直線 n
の交点 P に対して, CP sa tb 

  

とおく。 
まず, AP ( 1)s a tb  

  

とb


は垂直になることより, AP 0b 
 

から,  
2( 1) ( 6 ) ( 6 ) 0s t      , 1s t   ………① 

また, BP ( 1)sa t b  
  

とa


は垂直になることより, BP 0a 
 

から,  
2(3 2 ) ( 1) ( 6 ) 0s t      , 3 1s t  ………② 

①②より, 1s  , 2t  となるので, CP 2a b 
  

である。 

 
［コメント］ 

平面ベクトルの図形への応用題です。内容は基礎事項の確認です。 
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２                              問題のページへ 
3 個のさいころの出た目の積を X, X を素因数分解したときの 3 の指数を Y とする。 

(1) 3216 6X   となるのは, 3 個のさいころの出た目が {6, 6, 6 } の場合であり, こ

の確率は 3
1 1

2166
 となる。 

(2) 2 2 236 6 2 3X     となるのは, 3 個のさいころの出た目について,  
・ {1, 6, 6 }のとき 3! 32!  通りの場合がある。 

・ {2, 3, 6 }のとき 3! 6 通りの場合がある。 

・ {3, 3, 4 }のとき 3! 32!  通りの場合がある。 

したがって, 36X  となる確率は, 3
3 6 3 1

186
   となる。 

(3) 0Y  となるのは, 3 個のさいころの出た目が 1, 2, 4, 5 のいずれかで, 34 通りの

場合があることより, この確率は
3

3
84

276
 となる。 

これより, 1Y ≧ となる確率は, 8 191 27 27  である。 

(4) Y の値は, 0, 1, 2, 3Y  の場合があり,  

(i)  3Y  のとき 3 個のさいころの出た目が 3, 6 のいずれかである。 

このとき 32 通りの場合があり, 確率は
3

3
2 1

276
 となる。 

(ii) 1Y  のとき 3 個のさいころの出た目について,  
・3 が 1 回で, 残り 2 回は 1, 2, 4, 5 のいずれかのとき 23 4 48  通り 
・6 が 1 回で, 残り 2 回は 1, 2, 4, 5 のいずれかのとき 23 4 48  通り 

このときの確率は, 3 3
48 48 96 4

96 6
   となる。 

(iii) 2Y  のとき (3)の結果と(i)(ii)から, この確率は 19 1 4 2
27 27 9 9   となる。 

以上より, Y の期待値 E は, 8 4 2 10 1 2 3 127 9 9 27E          である。 

 
［コメント］ 

数え上げるタイプの確率問題です。そのため(3)では余事象を考え, (4)では数えにく

そうな 2Y  の確率を最後に計算しています。 
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３                              問題のページへ 
高さ h の四角柱から高さ h の円柱をくり抜いた立体図形 G

について, その底面は右図のようになる。 
(1) G の表面積を S とすると,  

2 22{ (3 ) } 4 3 2S r r rh rhπ π      
 22(9 ) 2(6 )r rhπ π    ………① 

(2) G の体積を V とすると,  
2 2 2{ (3 ) } (9 )V r r h r hπ π    ………② 

①より, 
22(9 )

2(6 )
S rh r

π
π

 



……③となり, ②に代入すると,  

2
2 32(9 ) 9(9 ) { 2(9 ) }2(6 ) 2(6 )

S rV r Sr rr
π ππ π

π π
       

 
………④ 

(3) 6S  のとき, ④より, 3 39 9{6 2(9 ) } {3 (9 ) }2(6 ) 6V r r r rπ ππ π
π π

      
 

 

さて, 0r  のもとで, ③から
26 2(9 ) 02(6 )

rh r
π
π

 
 


より, 3

9
r

π



となる。 

そこで, 30
9

r
π

 


において, 3( ) 3 (9 )r r rπ  f とおくと,  

2( ) 3 3(9 )r rπ   f  
  23{1 (9 ) }rπ    

( )rf は増減が右表のようになるの

で, 1
9

r
π




のとき最大値をとり,  

   1 1 1 23 (9 ) 99 9 9
π

ππ π π
    

  
f  

すると, 9 ( )6V rπ
π




f から, V は 1
9

r
π




のとき最大となり, 最大値は,  

2 99 2
6 69

ππ
π ππ

  
 

 

 
［コメント］ 

条件付きで最大値を求める微分の応用問題です。ただ, 計算はやや面倒です。 
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